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薩南海域産ゴマサバの産卵期の考察

田ノ上豊隆

AConsiderationontheSpawning-seasonofthe
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１．緒言

南九州沿海から東支那海の大陸棚縁辺はゴマサバの主要漁場であり，最近その生態や漁場の

海洋構造について詳細な研究が進められている．産卵に関しては，矢部')(1953)氏が魚釣島周

辺で採集稚魚と生殖腺熱度の両面から産卵始期を推定し，東支那海については村上2)(1954)氏，

国分,高橋3)(1954,,55)氏等が生殖腺熱度から，辻田4)(1954)氏は之に海況要素を併せ考察して
おり，当海域の産卵時期は大体明らかにされている．
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鹿児島沿海の大隅群島周辺と佐多岬沖合も亦古来重要な産卵場と推定されているが，本海区

においてはまだ此の種の報告は全然ゑられない．

筆者は1953年以来の幼魚群の出現状況,生殖腺指数,稚魚採集資料，及び海況等の綜合的観

察に基いて両漁場の産卵期を検討して，鹿児島沿海漁場について概要を明らかにする事が出来，

東海南部（29.Ｎ以南）漁場では産卵盛期は従来の報告とほ壁一致する結果を得たが，始終期に

多少の相異を認めたので報告する．

２．生殖腺指数の時期的変移

資料は生殖腺の比較的肥大しているＸ11月からＶ11月までの間,主として跳釣・天秤釣・延

縄で釣獲された魚体と一部巾着網で漁獲された体長範囲27～42ｃｍ台の約1800尾を用いた.漁

場は第１図に，雌雄別の生殖腺指数(Ｇ､Ｗ・×103/B､Ｌ､3）は第１表（鹿児島沿海)，第２表（東

支那海）に示す通りである．

表中指数0.5はgonadweightは３０ｇ程度に当り，江波・相川昂)氏の説に基いてその時期

に産卵し得るものと考えた．

鹿児島沿海の魚体の指数変移について観察すると，１月は1956年の僅か15尾の資料がある

にすぎないが,魚体は３７～40ｃｍ台の大型であり,指数0.5以上が９０％を占め，雌雄共に５０９１．

以上のgonadが５０％に達している．この群は屋久島北方海域で巾着網で漁獲されたもので

４千貫余の漁獲量中殆んど全て３７ｃｍ以上の大型魚で占められていた．卵粒は明瞭に認められ

ており，産卵の為接岸したものと推定される．尚湯瀬においても同時期大型魚が漁獲されてい

る．１１月は大型魚（35ｃｍ以上）の指数は0.5以上が大部分を占め，上旬すでに放卵中或は放

卵后と認められる個体が出現しているので,大型魚は１月下旬から１１月初旬にすでに産卵を行
っている事が窺知できる．Ⅲ月は11月と良く似た傾向を示し指数の大きさから観るとこの期

間が産卵のｐｅａｋに当っていることが判る．

１Ｖ月の指数は各階級に分散的であるが,卵巣に指数値の低いものが多数認められるのが目立

ち産卵盛期をすぎた様な傾向が窺われる．Ｖ月は指数値1.0以上は減少して0.5以下の増加が箸
るしく大部分は放卵后と認められる．1953,Ｖ月２７日屋久島永田沖で漁獲された大型魚群は1.0
以上のGonadが多く産卵の為の接岸群と承られ他の年に比較して産卵期が遅れているものと

推定される．

Ⅵ月は0.5～1.0の範囲も若干認められるが殆んど全て0.5以下で放卵後の卵巣であり，此
の時期には産卵は行われていないものと推察される．

体長範囲27～32ｃｍ程度の中型魚は11月からＶ１月までの間を通して指数の変化は極めて小
さく，常に0.5以下の指数範囲にある事から，大多数はその年の産卵に加わらないものと推察
される．筆者の求めた若年魚の成長曲線)によると之等の中型魚群は発生後２年目に当るので
ゴマサバも１才魚は大部分が機能的の雌にならないようである．

東支那海の魚体は30～38ｃｍ範囲で35ｃｍ台以下が多数であり，大型魚の調査数が少い為全
般の状況を把握する事は困難であるが，之までの結果ではＸＩ,Ｘ11月は指数0.5以上は全然認
められない．１月になって生殖腺は急激に増大し0.5以上が若干認められるようになる．中，
下旬に此の傾向が明瞭に現われる．

Ⅱ,Ⅲ月は0.5以上の増加が箸るしく，1.0以上も多数認められるのでこの頃が産卵盛期と承
ることが出来る．
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Table１．Theseasonalvariationofthegonadindex（G,Ｗ・×103/B・Ｌ３)．
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Tablel.（continued）

Ｒｅｍａｒｋ

B欄‘｡'S…
Fishingground訓伽

G､Ｗ・×103/B､L､３

O~o5iq5赫脱。

'･'１穂.…｜柵測｜剛-川|鯛|霊：i：｜
Ⅲ|氏…Ⅲ｜，｜剛-肌|雛|退ｉ：｜：｜
”｜，，｜，｜伽~wl；:ｌｉ剃;｜
”｜，‘｜，｜伽-脱|；:|；｜；｜：｜
〃｜，‘｜，｜剛~伽|灘'９１這釧
”｜，⑬｜，｜伽~伽|糊|：”；｜
，‘|M…｜，｜川-脚|鯛|諺｜：|：｜
〃｜，Ⅸ｜，｜測一伽|郷|：|：州
，‘｜，Ⅲ｜〃｜伽-伽|;,;|：i蝿｜
”|A"皿｜《『総溌‘）｜伽-肺|鍬'1:Ｉ１Ｉｌ｜
‘，｜，肥｜，｜伽-伽|細ｉ１Ｉ準|…Ⅲ
Ⅲ｜〃”|伽概柵恥.)|伽-‘M|鮒|；｜：ｌｉｌ
”|胸‘|(､礁総鋤|伽-伽|灘|,:ＩＲＩ：｜
＄｜，Ⅲ｜(柵柵）｜伽-伽|郡'1W；：|：|…
，‘｜，Ⅲ｜(7総淵）｜伽-伽|洲|；｜淋｜
，，|川！’，｜叩-側|鯛|；i：;：｜
夷｢ルー息１－=撫軸|伽~…|鮒|；iZl：’



4６ 鹿児島大学水産学部紀要第５巻創基十周年記念惨

Table２．TheSeasonalvariationofthegonadindex（Ｇ､Ｗ・×103/B､Ｌ､3)．
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Table２.（continued）
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１Ｖ月は0.5以上は多数承られるが放卵後が出現しはじめＶ月になると殆んど全て0.5以下

で放卵後と認められるものである．この頃から指数は漸孜減少の傾向を辿りＶ1,Ｖ11月にはい

ると雌雄の判別困難な程度に減少する．

３．幼魚群の出現状況

鹿児島沿海からトカラ群島，奄美大島方面における1953～1956年の幼魚群の漁獲日別の体
長（Forklength）分布は第２～４図，その漁場は第１図に示す如くである．

ゴマサバ幼魚が漁獲されるのは筆者等の調査では奄美群島が最も早く，1954,,56両年はⅢ月
上旬に夫交５～８ｃｍ,４～６ｃｍの体長範囲群が大島本島北部の笠利村東岸で抄網類其の他に
よって漁獲されている．1955年は11月２５，２７日に同海岸で小型魚群が漁獲されたが，測定資
料を得る事が出来なかった．聞込み調査7〕によっても１１月末漁獲の記録がある事から，この近
海は11月末或はⅢ月初旬が初漁期となっているものと推定される．Ⅲ月中旬になると，ト
カラ群島，硫黄島，大隅群島の湾内入江等で漁獲されはじめ，鹿児島湾内では早い年でⅢ月
末，大体1Ｖ月に漁獲を承る．トカラ群島方面は奄美大島とほ野同時期小サバが来瀧している
ものと考えられるが，現在まだ調査記録がないので確言出来ない．魚体の大きさは各海域共大
体５～13ｃｍ程度の大小混合群で７～12ｃｍ範囲が多数を占めている．鹿児島太平洋側の志布
志湾方面はⅢ月上旬すでに垂口鯛と少数混漁されているらしい矢部氏8)の調査によると宮
崎県油津近海でⅢ月初旬体長５ｃｍ程度の小サバが認められているので志布志湾の群と同系
統のものと推定される．之等は屋久島周辺の早期産卵から発生した稚魚が黒潮と沿岸反流に運
ばれて来たものと考えられる．

Ⅳ月は鹿児島沿海から奄美大島沿岸に至る各地で漁獲が承られ,体長６～15ｃｍの広範囲の
魚体が出現している．７～８ｃｍ或いはそれ以下の小型魚は奄美大島，トカラ群島方面に多く，
鹿児島沿海は10～15ｃｍ程度の大型が多い．之は漁具，漁法の撰択性による相異が大きく影響
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しているものと考えられる．奄美大

島方面ではこの小型魚の出現状況に

よって，遅れて発生した小型の群が

逐吹添加されているものと推察され

る．Ⅳ月後半は８～15ｃｍ程度の体

長群が多獲される．天草沿海におい

てもこの時期から体長11ｃｍ内外の

小サバが来齢する事が,塚原･塩川9〕

氏によって報告されているので，南

九州一帯に小サバが来沸している事

が明らかである．

Ｖ月は小型の出現はみられず体長

９～17ｃｍの分布範囲で10～14ｃｍ

が最も多い奄美大島，トカラ群島

沿海においてはこの頃から漁獲は皆

無となるが，その周辺漁場で釣獲さ

れた鰹約500尾のstomachの１０～

15％に小サバが発見された.体長は

11～15ｃｍ台であり，鹿児島沿海で

同時期漁獲される小サバとほ雪同大

であった．即ち７～８ｃｍの小型魚

はこの時期に当海域に補充されてい

ない事が推察される．

Ｖ１月は小型魚は少く，1953年に

屋久島一湊港内で９～10ｃｍの群

を漁獲したにすぎない．生長の早い

個体はすでに２０ｃｍ程度に達して

いる．

Ｖ11,Ｖ'11月は１０ｃｍ以下は認め

られず,最小12ｃｍ程度であり,体長

、odeの移行が早くなり，小型魚の
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補充がないものと考えられるので，この時期の最小型が発生時期の最も遅い群と推定される．

以上は南九州沿海から奄美大島周辺の調査結果であるが,長崎方面'0)においてもＶ11,ＶⅢ月

は大部分１５ｃｍ以上で，１０ｃｍ以下の漁獲記録は承られないようである．太平洋側の四国方

面においてもＶ11月は14～20ｃｍ(1956.志和岐,椎名,須崎)が多く小型は認められていない．

４．鹿児島沿海漁場の水温・塩分

屋久島一湊沖漁場と佐多岬漁場の漁獲水温に関しては1949～'51年の漁況との関係について

先に報告皿）したが，此の結果では両漁場の春漁期の漁獲水温は夫々２１～25℃,２０～23℃となつ
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Ｆｉｇ．４．Bodylengthdistributionofthe

ている．叉一湊沖の春漁期中大型魚は水温youngstageofmackerelin
July-August，1954-1956.

21℃で好漁を呈し水温の上昇に伴い漁獲
1954-×－１９５５－○一

の減少する傾向も認められている．この外 １９５６－●－Ｄａｔｅｌ…３１

に屋久島漁場周辺において鹿児島水産試験

場の照洋丸による観測があるので此の結果を第５図に示す．図によって明らかな様に，１月か

らＶ月初旬までの表面から100ｍ層附近までは大体１８～22°Ｃ台にあり，塩分は34.3～34.8％

の範囲にあり，この水域は黒潮系水と沿岸水の混合水塊と承られる．水温の面では東海漁場

(18～21℃）と大なる差異は認められない

春漁期は一般に屋久島周辺がＩ～11月から漁期にはいりＶ月まで続き,佐多岬はⅢ～1Ｖ月

からはじまりⅥ月上旬頃まで続いている．本学の隼人丸(12ton)による佐多岬沖の漁場観測

は別に報告１２)しているが1956年のⅣ～Ｖ月の調査では表層から100ｍ層までが水温は18～

19℃台，塩分は342～34.7％の範囲にある事が大体明らかである．尚宮崎県遠洋漁業指導所

の本海域における調査結果13)によっても水温範囲は１８～23℃台で同じ結果を得ている．

従って１Ｖ,Ｖ月に屋久島周辺の水温が２４～25℃程度に上昇すると漁場は佐多岬沖と種子島

北方海域に移行する傾向が認められ，産卵の時期と併せ考察すると１８～23℃台が産卵時の水

温範囲であり，尚34.3～34.7％程度の比較的高鹸水帯において産卵するものと推察される．
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５．考察と 論 議

生殖腺指数の観察結果では鹿児島沿海，東支那海南部漁場（29.Ｎ以南）共に，その漁期中に

産卵するものと推定される個体が１月に出現しはじめ，11,Ⅲ月に最も多く，Ⅳ月にはすで

に何回か産卵したとふられる個体が多数出現し，Ｖ月はその数が大多数を占め，Ⅵ月以後生

殖腺指数は減少の傾向を辿っている．

鹿児島沿海中屋久島方面と湯瀬（梅吉曽根）近海では１月中～下旬に熟卵に近く肥大した卵

巣が認められ，１１月上旬すでに産卵したものと確認される個体が出現しているので１月下旬か

ら11月はじめに産卵が行われているものと推定される．東支那海の場合は１１月の資料が少く

生殖腺指数だけから１月の産卵を断定する事は不可能である．

本学部と鹿児島水産試験場で之までに採集されたサバの稚魚中ゴマサバと推定（今井貞彦助

教授査定）されるものは，

屋久島北方海域で1954,ＩＩＩｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈ７ｍｍｌ尾

28.-48'Ｎ，127.-24'Ｅで１９５５，１Ｖ－２８〃６～8ｍｍ１４尾

２８．－７'Ｎ，128.-59'Ｅで１９５６，１１－２３〃３４ｍｍ１尾

がある．長崎水産試験場においては

27.-23'Ｎ，125｡-53'Ｅで１９５５，１１－１〃10.3ｍｍ１尾

27.-26'Ｎ，123。-54'Ｅ〃〃7.68ｍｍ１尾

を採集している．之等の資料によると東海でＩ月末産卵がはじまりⅣ月末まで続いている事

が実証される．

幼魚群が漁獲されはじめる１１月末からⅢ月初旬の体長は４～7ｃｍ範囲が多く，’11月下旬

～Ⅳ月上旬には12,13ｃｍに、odeを有する群が多獲される．
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ゴマサバの発生後の生長はまだ確められていない．従って北海道水試の推定したホンサバ

(Ｐ"e"”αｵoP肋γ"ｓｊａＰｏ"伽s）の生長例'4)をみると，１ケ月後４ｃｍ，２ケ月後８ｃｍ程度に

生育している事がわかる．ゴマサパの漁場環境条件はホンサパの場,合と相異し，特に水温が高

いので生育はホンサパに較べて梢早いものと推察される．しかし箸るしい相異はないものと考

えて前記幼魚群の発生期を推定すると，１月下旬からⅡ月はじめとなり稚魚採集結果ブ生殖腺

指数による判定期とほ壁一致する．尚発生時期の遅い小型魚群とふられるＶⅢ月５日の体長

ｍｏｄｅｌ４ｃｍの群は，１２ｃｍ程度からの生長が梢低下する事'5)を考慮すると３ケ月半位を経過

した事となり，Ⅳ月中～下旬の発生と見徹される．之までの調査で最も遅れて発生したと思わ

れるのは1953,Ⅸ,１６日一湊沖で漁獲した13～14ｃｍの群であり，Ｖ月中～下旬に発生してい

る事となるが，之は前記の永田沖の大型魚群がＶ月末生殖腺指数の大きかった特異現象を裏付

けるものと承られる．

来瀧幼魚群が何れの産卵群に属するか今のところ良く解らないが早期奄美大島方面に来淋す

るのは季節風の影響と黒潮の流れによって東海方面から運ばれたものと推察される．鹿児島周

辺の場合は魚体の大きさ，海況から両漁場の発生群が混圃合しているものと考えられる．最小型

の群は之までの記述結果から鹿児島沿海或はその西方の近海で発生した群と推察される．

従って鹿児島沿海の産卵期は例年Ⅳ月末で終るけれども，ｖ月に産卵が行われる年もある

ものと推定される．

従来の東海漁場における調査では，村Ｌｋ氏がⅢ１月下旬一Ｖ１月まで続き1Ｖ月盛期となる事

を報告している．奄美大島でⅢ月初旬幼魚が漁獲されるので産卵始期としては遅いようであ

り，漁場が梢北部に移動してからの資料によるのではないかと考えられる．国分氏はＩ月末を

推定しており筆者の結果と一致している．辻田氏は台湾近海で11月初旬から産卵が行われ18～

21°Ｃの水帯の移行を追って北上しＶ月末大部分の産卵が終るものと推定しており，矢部氏も

魚釣島周辺で11月産卵が行われるとのべている．魚釣島周辺の鯖については盛田16)(1953)氏の

報告もありその沿海に大型魚の棲息している事は明らかにされているが，調査期間がＸ～Ｘ１月

であり生殖腺は未熱であった事を報告している．当海域の資料が少いので前掲の結果について

言及出来ないが,東海や奄美大島方面の幼魚群の出現状況,漁場位置等から判断すると１月中に

産卵が行われるのではないかと推察される．東支那海漁場の産卵終期がｖ月或はⅥ月となっ

ているのは漁場が東海北部に及んでいる結果と思われる．

鹿児島沿海の産卵期の水温範囲は18～23℃程度と承られ，東海漁場における辻田氏の調査と

下限は一致しており，ゴマサパは棲息位置の地理的相異にかｋわらず大体18～23℃程度の水温

範囲を求めて産卵するのではないかと考えられる．

６．要約

鹿児島南方海域と東支那海南部（29.Ｎ以南）におけるゴマサバの産卵時期を生殖腺指数，幼

魚の体長分布，採集稚魚の大きさ，海況等から推定し，孜の如き結果を得た．

１）ゴマサパは鹿児島南方海域においてはＩ月末からⅣ月の間に産卵するがＶ月まで続い

て産卵する年もある．

産卵は水温18～23°Ｃ，塩分34.2～34.7％範囲の水帯で行われるようである．

２）東支那海南部（29.Ｎ以南）においては,ゴマサバの産卵はＩ月末から１Ｖ月に行われる．
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稿を終るに当り，研究に御指導御鞭擢を賜った本学金森政治教授，今井貞彦助教授，稚魚資

料を貸与された長崎水試星野逼技師，鹿児島水試上野茂技師，東海鯖資料の入手に御尽力され

た中川水産福永博氏等に深く感謝の意を表する．

尚本研究は対馬暖流調査の一環として実施したもので，経費は主として同研究費から支弁し

た．記して謝意を表する．

Ｒｃｓｕｍｅ

Aboutthespawning-seasonofmackerel（Ｐ,ｆａｐｅ伽oceP"αﾉ"s）inthesouthern

seaofKagoshimaandｔｈｅＥａｓｔｅｒｎｓｅａｏｆＣｈｉｎａ（Southof29°Ｎ１ａｔ.）thefollowing

resultswerederivedfromsomerepeatedinvestigationsｏｎｔｈｅｓｔａｔｅｏｆｔｈｅｇｏｎａｄ

ｉｎｄｅｘ（G､Ｗ・×103/B・Ｌ３）；thebodylengthdistributionofyoungmackerelpermo‐

nth；ｔotal-1engthofthecollectedlarva；andthesea-conditionsoffishingground、

１）IntheneighbourhoodofthesouthernseaofKagoshima,thespawningsea‐

sonofmackerel（Ｐ.ｆ”“"ocgp伽Z"s）ｉｓｔｏｂｅｆｉｘｅｄｗｉｔｈｉｎｔｈｅｔｅｒｍｆｒｏｍｔｈeend

ofJanuarytothatofApril,butrarelyintheexceptionalyeariｔｍａｙｂｅｅｘｔｅｎｄｅｄｔｏ

ｔｈｅｍｏｎｔｈｏｆＭａｙ・Therangeofthewater-temperatureandsalinityappropriate

tothespaｗｎｉｎｇｉｓｆｉｘｅｄｔｏｂｅｌ８～23℃；34.3～34.7％respectively、

２）ＩｎｔｈｅＥａｓｔｅｒｎｓeａｏｆＣｈｉｎａ（Southof29oN1at.)，ｔｈｅｓｐａｗｎｉｎｇｓｅａｓｏｎｏｆ

Ｐ・オα加加oceP伽ﾉ"ｓｌｉｅｓｗｉｔｈｉｎｔｈｅｔｅｒｍｆｒｏｍｔｈｅｅｎｄｏｆJanuarytothatofApril．
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